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記者会見の概要 
 

 

１．日 時  ２０２３年４月１９日（月）１４時３０分～１５時２０分 

 
２．出席者  北海道建設記者会（４社） 

北海道建設新聞社、北海道通信社、日刊建設通信新聞社、日刊建設工業新聞社 

 
３．概 要  𠮷𠮷田社長が資料「保証事業から見た２０２２年度公共事業と２０２３年度保証事業重点推

進方針」に基づき説明。 

 
（１）保証事業から見た２０２２年度公共事業 
  ①前払金保証実績の推移 
    ・道内前払対象請負金額は、前年度比 0.94 倍、9,065 億円で、4~7 月は高水準で推移したが、8~2

月は例年より減少し、最終的に過去 10 年間で 5 位となった。 
   ・発注者別では、独立行政法人が北海道新幹線工事の進捗に伴いプラスで推移した。 
  ②企業倒産状況 
   ・企業倒産減少しており、当社弁済額は近年 8年間低い水準にあり、2022 年度は契約保証弁済が 1

社 1 件であった。 
   ・保証利用者のうち、総合工事業、設備業における債務超過企業の割合は 2010 年をピークに、2022

年はほぼ 1/3 に減少しているが、まだ 160 企業が債務超過であり、なお厳しい経営状況の企業が

多い。。 

 
（２）２０２２年度保証事業重点推進方針の達成状況 
  ①道内市町村における前払金制度の改善・利用促進 
   ・支払限度額撤廃市町村は、3 市町増加し 159 市町村（89%）となった。 
   ・中間前払金制度導入市町村は、15 町村増加し 102 市町村（57%）となった。 
   ・中間前払金の前払金保証請負金額と対比した利用率は、目標 15%に対し 11.6%となった。前年度

に比較して国、北海道における利用率が向上した。 
  ②保証業務のデジタル化の推進 
   ・2022 年 5 月 9 日から運用開始の国土交通省発注分実績は、前払金保証 921 件（全 2,020 件に占

める割合 45.6％）、契約保証 154 件（全 372 件に占める割合 41.4％）となった。 
   ・2022 年 10 月 1 日から運用開始の北海道発注三部発注分実績は、前払金保証 290 件（全 1,512 件

に占める割合 19.2％）となった。 
  ③北海道の建設業の働き・魅力を発信 
   ・道東三建青会によるコンストラクション甲子園の開催を支援・協力した。 
   ・経営改善のための情報提供として、「道内建設業（保証契約者）の財務比率」を 2022 年 11 月に

公表した。 
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  ④道内建設業担い手確保助成事業による支援 
   ・「道内建設業担い手確保助成事業」（2019~2023 年度までの 5 年間で 1 億円規模）の 4 年目とし

て、31 事業 1,673 万円に対し助成を行った。 

 
（３）２０２２年度第４回建設業景況調査結果 
  ①前期（第 3 回）と比べ、多くの項目で悪い、困難、減少傾向が続いている。 
  ②「資材の調達」「資材価格」は昨年 9 月以降で困難、上昇傾向がやや弱まってきている。 
  ③「経営上の問題点」では、「人手不足」を問題点として挙げる企業がほぼ 80％を占めており、2016

年 9 月から第 1 位となっている。 

 
（４）２０２３年度保証事業重点推進方針 
  ①前払金制度の改善・利用促進 
   ・市町村における支払限度額撤廃は、残る 20 市町村に働きかける。 
   ・中間前払金制度では、新たに 27 市町村（合計 129 市町村、72％）の導入を目指す。 
  ②保証業務のデジタル化の推進 
   ・国・道その他自治体における証書の電子化の推進に協力するとともに、未導入自治体への情報提

供を行う。 
  ③北海道の建設業の働き・魅力を発信 
   ・建設業の役割の発信や魅力を高める取組みを関係行政機関・建設業団体と協働する。 

・Instagram に公開したアカウントを通じて幅広く情報共有を行う。 

 
４．質疑等 
（問）道内前払対象請負金額が過去 10 年間で 5 位となった要因は。 
（答）高い水準であった前年度（2021 年度）に比べ、前年度補正予算と併せた 15 ヵ月予算で見た 2022

年度北海道開発事業費が 5.2％減少していることが要因。 

 
（問）地域別の取扱いで、桧山地区が高い伸びとなっているのは。 
（答）国道の工事、中学校建築工事、農業基盤の区画整理工事などが増加に寄与している。 

 
（問）2023 年度保証事業重点推進方針において特に強調されるのは。 
（答）道内市町村における前払金制度の改善、担い手確保のための道内建設業の役割・魅力の発信、道内

建設業担い手確保助成事業による支援である。 

    
（問）保証証書の電子化について、今後進めていく対応などは。 
（答）道内市町村等から証書の電子化導入に係る問い合わせがあれば、しっかりと対応していく体制をと

る。 

 
以 上 





Ⅰ 保証事業から見た 2022年度公共事業 

１．道内前払金保証実績の推移 

（１）道内前払対象請負金額は前年度比 0.94 倍、9,065 億円で、直近 10 年間で第 5 位の請負金額であった。

年間では、4～7月は高水準で推移したが、8～2月は例年より減少し、最終的に 10年間で 5位となった。 

（２）発注者別の推移をみると、独法等が北海道新幹線工事の進捗に伴い年間を通じてプラスで推移し、前年

度比 1.01倍となった。道、市町村は、前年度比 0.95倍程度。国は、前年度比 0.87倍となった。 

（３）当社に係る 2022年度前払金保証対象請負金額は、道内外合わせ前年度比 0.93倍、9,434億円。内、道内

分は前払対象請負金額で 0.93倍、8,826億円、中間前払金対象請負額で 1.0倍、1,048億円であった。 

（４）地域別では、桧山が前年度比 1.29倍と高い伸びを示し、留萌、オホーツク、後志、根室を含め、5地域

が前年度比プラス。上川、十勝、釧路、宗谷、渡島、石狩、空知、日高、胆振の 9 地域がマイナスであっ

た。 

２．企業倒産状況 

（１）企業倒産は減少しており、当社弁済額は近年 8年間低い水準にあり、2022年度は契約保証弁済が 1社 1

件であった。 

（２）当社保証利用者の内、道内総合工事業、設備業に占める債務超過企業の数（割合）は、近年 10年間では、

2010年の 439企業（11.5％）をピークに、2022年度は、ほぼ 1/3に減少しているが、160企業（5.5％）あ

り、なお厳しい経営状況の企業は多い。 
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